
 

 

創発科学研究科は、本研究科の学生としてふさわしい専門的な能力・態度や創発科学の素

養を身につけた人材を養成するために、ディプロマ・ポリシー（DP）に示した４つの構成要素

（①専門知識・理解、②研究能力・応用力、③倫理観・社会的責任、④グローバルマインド）で示し

た項目は、以下のような教育課程を編成し達成します。 

 

〈創発科学専攻〉 

①専門知識・理解  

(1)特定のテーマで紐づいた専門科目群をユニットとして多数用意して、学生が興味をもっ

た分野や特別研究に必要な知識を学びやすい環境を提供する。主ユニットに配置した基幹科

目、応用展開科目による専門知識の深化と関連科目の履修による学びの幅を担保する。これ

により、専門分野を体系的に学ぶことで専門能力を養うとともに、各自の探求するテーマに応

じた関連科目を効果的に組み合わせて学ぶことで俯瞰力を養う。 

(2)分野を横断して、異なる分野の知を学び結合をはかる学際的思考力を養成するために、

研究科共通科目「創発の方法」等を配置する。これにより、創発科学を志向した学びと研究の

ための方法論を学び、分野を超えて知の結合をはかる上での基本的な能力や態度を養う 

 

②研究能力・応用力  

(3)研究能力・応用力を養うために「特別研究Ⅰ・Ⅱ」を配置し、複数（主・副）の指導教員によ

る修士論文の指導を実施する。これにより、創発科学研究科で学んださまざまな知識を統合し、

多角的な指導を受けながら自身の研究テーマを探求することで、研究遂行能力や応用力を養

う。 

(4)思考力を養成する基礎として、研究科共通科目に「創発の基礎（D）」、「創発の基礎（R）」、

「創発の発展」、「創発の思考」、「創発の実践」を配置する。これにより、複合的、複雑な社会課

題に対しても分野を横断しながら前例にとらわれることなく解決策を考え抜くことの必要性を

学び、創発科学を志向する上での思考力や探求心を養う。また、研究のためのインフォマティク

スを理解するために、「創発の基礎（I）」を配置する。 

 

③倫理観・社会的責任 

(5)社会構造の変化の理解と高い倫理観の形成をはかるため、研究科共通科目「研究倫理」、

「創発の基礎（R）」、「創発の基礎（I）」、「創発の発展」、「ELSI」を配置する。これにより、社会構

造の変化に柔軟に対応しながら、高い倫理観を持って課題解決のための諸活動に携われるよ

うな能力や態度を養う。 

(6)地域マネジメント研究科（ビジネススクール）と連携した「創発の方法」、「創発の実践」を

配置し、アントレプレナーの素養と地域課題発掘と実践知の学びの機会を確保する。これによ

り、社会・地域課題の把握や研究成果の社会での展開の仕方（社会の中での実装）にかかわる

能力や態度を養う。 



 

 

 

④グローバルマインド  

(7)多文化を理解し、地域からグローバルに及ぶ多文化共生の課題を学ぶ「創発の発展」、

「創発の視点」、「SDGs」、「ELSI」、「フィールドスタディ」を配置する。これにより、地域から地

球規模に及ぶ範囲で発生している諸課題を理解し、自らの研究テーマと関連づけてそれらに

対処する上での基本的な能力や態度を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


